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昭
和

女
子

大
学

 
人

間
社

会
学

部
 
心

理
学

科
 

 
 

２
０

２
６

年
度

 
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 
1
次

選
考

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題
用
紙

 
（

1
／

1
）
 

 
下

記
の

図
表

は
、

警
察

庁
が

発
表

し
た

令
和

７
年

上
半

期
に

お
け

る
特

殊
詐

欺
1)

の
認

知
・

検
挙

状
況

等
の

集
計

デ
ー

タ
の

一
部

を
参

考
に

作
成

し
た

も
の

で
あ

る
。

図
1は

、
特

殊
詐

欺
の

主
な

手
口

別
認

知
件

数
を

示
し

た
も

の
で

あ
る

。
表

1は
、

特
殊

詐
欺

の
う

ち
、

オ
レ

オ
レ

詐
欺

2)
の

被
害

者
人

数
を

示
し

た
も

の
で

あ
る

。
図

1と
表

1は
い

ず
れ

も
、

令
和

6年
上

半
期

（
1⽉

〜
6⽉

）、
令

和
6年

下
半

期
（

7⽉
〜

12
⽉

）、
令

和
7年

上
半

期
（

1⽉
〜

6⽉
）

の
3期

に
つ

い
て

示
し

た
も

の
で

あ
る

。
こ

の
図

表
を

よ
く

吟
味

し
た

う
え

で
、

次
の

問
1、

問
2に

解
答

し
な

さ
い

。
 

 問
1 

こ
の

図
表

か
ら

読
み

取
れ

る
、

令
和

7年
上

半
期

の
特

殊
詐

欺
の

認
知

件
数

、
手

口
、

被
害

者
の

年
齢

層
の

特
徴

に
つ

い
て

、
令

和
6年

上
半

期
と

下
半

期
の

数
値

と
比

較
し

な
が

ら
40

0字
以

内
で

説
明

し
な

さ
い

。
 

 問
2 

問
1で

解
答

し
た

特
徴

は
ど

の
よ

う
な

背
景

に
よ

っ
て

も
た

ら
さ

れ
た

と
考

え
ら

れ
る

か
、

ま
た

、
犯

罪
予

防
の

観
点

か
ら

今
後

の
課

題
と

し
て

ど
の

よ
う

な
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
か

。
あ

な
た

の
見

解
を

40
0字

以
内

で
述

べ
な

さ
い

。
 

 1)
 

被
害

者
に

電
話

を
か

け
る

な
ど

し
て

対
面

す
る

こ
と

な
く

信
頼

さ
せ

、
指

定
し

た
預

貯
金

口
座

へ
の

振
込

み
そ

の
他

の
方

法
に

よ
り

、
不

特
定

多
数

の
者

か
ら

現
金

等
を

だ
ま

し
取

る
犯

罪
（

現
金

等
を

脅
し

取
る

恐
喝

及
び

キ
ャ

ッ
シ

ュ
カ

ー
ド

詐
欺

盗
を

含
む

）
の

総
称

。
 

2)
 

親
族

、
警

察
官

、
弁

護
士

等
を

装
い

、
親

族
（

自
分

を
含

む
）

が
起

こ
し

た
事

件
・

事
故

に
対

す
る

示
談

金
等

を
名

目
に

金
銭

等
を

だ
ま

し
取

る
（

脅
し

取
る

）
手

口
の

詐
欺

。
 

 
図図

11  
  特特

殊殊
詐詐

欺欺
のの

主主
なな

手手
口口

別別
認認

知知
件件

数数
（（

件件
））

  
                                      

  
表表

11  
オオ

レレ
オオ

レレ
詐詐

欺欺
のの

年年
代代

別別
被被

害害
者者

人人
数数

（（
人人

））
  

1
0
代

2
0
代

3
0
代

4
0
代

5
0
代

6
0
代

7
0代

80
代
以
上

合
計

令
和

6
年

上
半

期
4

82
9
7

97
10
4

1
6
5

49
3

1
0
9
8

2
1
4
0

令
和
6
年
下
半
期

8
2
9
9

4
3
5

4
3
0

4
1
7

5
5
1

9
4
9

1
5
2
3

46
1
2

令
和

7
年

上
半

期
1
8

9
1
5

98
8

6
4
7

61
3

7
1
6

92
5

1
4
5
4

6
2
7
6

 
 

警
察

庁
組

織
犯

罪
対

策
第

二
課

 生
活

安
全

企
画

課
 

「
令

和
７

年
上

半
期

に
お

け
る

特
殊

詐
欺

及
び

Ｓ
Ｎ

Ｓ
型

投
資

・
ロ

マ
ン

ス
詐

欺
の

認
知

・
検

挙
状

況
等

に
つ

い
て

（
暫

定
値

）
広

報
資

料
」

を
参

考
に

作
成

。
 h

tt
ps

://
w

w
w.

np
a.

go
.jp

/p
ub

lic
at

io
ns

/st
at

is
tic

s/s
ou

sa
/sa

gi
.h

tm
l 

人
間
社
会
学
部
　
心
理
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分

総合型選抜入学試験（１次）

総
合
型
選
抜
入
学
試
験（
１
次
）

87



昭
和

女
子

大
学

 
食

健
康

科
学

部
 
管

理
栄

養
学

科
 

 
 

２
０

２
６

年
度

 
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 
1
次

選
考

 

氏 名
 

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題

用
紙

（
２

／
４

）
 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 

点
 

 第
１

０
問

  

す
べ

て
の

生
物

は
細

胞
か

ら
で

き
て

い
る

こ
と

や
遺

伝
情

報
を

伝
え

る
D

N
A

を
も

つ
と

い
っ

た
共

通
し

た
特

徴
が

み
ら

れ
る

。以
下

１
～

３
の

問
い

に
答

え
な

さ

い
。  

 1
. 

図
1

は
生

物
の

細
胞

構
造

の
模

式
図

で
あ

る
。図

1
の

矢
印

①
～

④
が

示
す

構
造

物
の

名
称

と
し

て
最

も
適

当
な

も
の

を
そ

れ
ぞ

れ
答

え
な

さ
い

。 

 2
. 

図
１

の
矢

印
③

と
矢

印
④

の
構

造
物

の
は

た
ら

き
を

そ
れ

ぞ
れ

答
え

な
さ

い
。 

 3
. 

図
1

の
模

式
図

A
と

同
様

の
細

胞
内

部
の

構
造

を
も

つ
生

物
は

ど
れ

か
。最

も
適

当
な

も
の

を
①

～
⑤

か
ら

1
つ

選
び

な
さ

い
。 

①
 ア

オ
カ

ビ
  

  
②

 ア
メ

ー
バ

  
  

③
 酵

母
  

  
④

 ゾ
ウ

リ
ム

シ
  

  
⑤

 ネ
ン

ジ
ュ

モ
 

  

 
        食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
・
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分
�
❷

昭
和

女
子

大
学

 
食

健
康

科
学

部
 
管

理
栄

養
学

科
 

２
０

２
６

年
度

 
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 
1
次

選
考

 

氏 名
 

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題

用
紙

（
１

／
４

）
 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 

点
 

 以
下

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。解

答
は

す
べ

て
解

答
用

紙
に

記
入

し
な

さ
い

。 
  第

１
問

 

図
の

①
〜

④
は

、原
子

ま
た

は
イ

オ
ン

の
電

子
配

置
の

模
式

図
を

示
し

て
い

る
。ま

た
、模

式
図

内
の

内
側

の
円

は
原

子
核

を
、そ

の
中

の
数

字
は

陽
子

の
数

を
表

し
て

い
る

。ア
〜

オ
の

記
述

に
つ

い
て

、当
て

は
ま

る
電

子
配

置
を

①
〜

④
の

中
か

ら
そ

れ
ぞ

れ
一

つ
選

び
な

さ
い

。 
 

 
ア

 価
電

子
数

は
０

で
あ

る
  

  
  

  
  

  
イ

 イ
オ

ン
で

あ
る

  
  

  
  

  
  

  
  

  
ウ

 ア
ル

カ
リ

金
属

で
あ

る
  

  
  

  
  

  
  

エ
 １

価
の

陰
イ

オ
ン

に
な

り
や

す
い

  
  

  
 

オ
 貴

（
希

）
ガ

ス
で

あ
る

  
 
 

   

第
２

問
 

１
. 

 液
体

を
含

む
混

合
物

を
加

熱
し

、生
じ

た
蒸

気
を

冷
や

し
て

、再
び

液
体

と
し

て
分

離
す

る
操

作
の

名
称

を
漢

字
で

答
え

な
さ

い
。 

 ２
. 

 一
定

量
の

溶
媒

に
溶

解
す

る
物

質
の

量
が

温
度

に
よ

っ
て

異
な

る
こ

と
を

利
用

し
て

、固
体

の
物

質
の

混
合

物
か

ら
少

量
の

不
純

物
を

除
く

操
作

の
名

称
を

漢

字
で

答
え

な
さ

い
。 

 第
３

問
 

1
.5

 m
o
lの

ナ
ト

リ
ウ

ム
イ

オ
ン

の
粒

子
の

個
数

を
求

め
な

さ
い

。計
算

式
も

記
載

し
な

さ
い

。ア
ボ

ガ
ド

ロ
定

数
は

6
.0

×
1

0
2

3
/m

o
lと

す
る

。 

 第
４

問
 

2
.3

 ｇ
の

ナ
ト

リ
ウ

ム
の

物
質

量
を

求
め

な
さ

い
。計

算
式

も
記

載
し

な
さ

い
。原

子
量

は
、N

a
：２

３
と

す
る

。 

 第
５

問
 

水
酸

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

4
.0

 g
を

水
に

溶
解

し
て

1
.0

 Ｌ
の

水
溶

液
を

作
成

し
た

。こ
の

溶
液

の
濃

度
は

何
m

o
l/

L
か

計
算

し
な

さ
い

。計
算

式
も

記
載

し
な

さ
い

。原
子

量
は

、H
:１

、Ｏ
：1

6
、N

a
:2

3
と

す
る

。 

 第
６

問
 

0
.1

 m
o
l/

L
の

硫
酸

1
0

 m
L

を
中

和
す

る
の

に
、0

.5
 m

o
l/

L
の

水
酸

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

の
水

溶
液

は
何

m
L

必
要

か
計

算
し

な
さ

い
。計

算
式

も
記

載
し

な
さ

い
。 

  第
７

問
 

[H
+
]=

0
.0

0
3

 m
o
l/

L
の

水
溶

液
の

ｐ
H

を
求

め
な

さ
い

。計
算

式
も

記
載

し
な

さ
い

。l
o
g

1
0
3

＝
0

.4
7

と
す

る
。 

  第
８

問
 

硫
酸

銅
(I

I)
（

C
u
S

O
4
）

の
水

溶
液

を
白

金
電

極
を

用
い

て
、5

.0
 A

の
電

流
で

3
2

分
1

0
秒

電
気

分
解

し
た

。フ
ァ

ラ
デ

ー
定

数
を

9
.6

5
×

1
0

4
 C

/m
o
lと

す
る

。

陰
極

に
析

出
す

る
銅

の
重

量
は

何
グ

ラ
ム

か
計

算
し

な
さ

い
。計

算
式

も
記

載
し

な
さ

い
。原

子
量

は
、C

u
:6

4
と

す
る

。 

 

 第
９

問
 

1
. 

 以
下

の
①

～
④

に
入

る
語

句
を

答
え

な
さ

い
。 

相
手

を
酸

化
す

る
物

質
を

酸
化

剤
、相

手
を

還
元

す
る

物
質

を
還

元
剤

と
い

う
。酸

化
剤

と
還

元
剤

が
反

応
し

た
時

、酸
化

剤
は

①
さ

れ
、酸

化
剤

の
い

ず
れ

か
の

原

子
の

酸
化

数
が

②
。一

方
、還

元
剤

は
③

さ
れ

、還
元

剤
に

含
ま

れ
る

い
ず

れ
か

の
原

子
の

酸
化

数
が

④
。 

 ２
. 

 以
下

の
反

応
に

お
い

て
酸

化
剤

と
な

る
物

質
名

（
構

造
式

）
を

選
び

答
え

な
さ

い
。 

2
K

M
n
O

4
 +

 5
H

2
O

2
 +

 3
H

2
S

O
4
 →

 2
M

n
S

O
4
 +

 5
O

2
 +

 8
H

2
O

 +
 K

2
S

O
4
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
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学
科
・
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
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：
60
分
�
❶
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 ４
． 

下
線

部
（

a
）

の
１

つ
で

あ
る

カ
タ

ラ
ー

ゼ
の

は
た

ら
き

を
調

べ
る

た
め

、試
験

管
を

３
本

用
意

し
、す

べ
て

に
ブ

タ
の

生
の

肝
臓

片
を

入
れ

、A
に

は
水

、B
に

は
0

.9
%

食
塩

水
、C

に
は

３
％

の
過

酸
化

水
素

水
を

そ
れ

ぞ
れ

2
m

l
加

え
、反

応
の

観
察

を
行

っ
た

。さ
ら

に
、反

応
終

了
直

後
に

、炎
を

消
し

た
線

香

を
各

試
験

管
内

に
差

し
込

ん
だ

。実
験

結
果

を
表

１
に

ま
と

め
た

。 

  

表
１

 酵
素

実
験

の
結

果
 

 
試

験
管

A
 

試
験

管
B

 
試

験
管

C
 

気
体

の
発

生
 

（
ア

）
 

（
イ

）
 

（
ウ

）
 

線
香

の
燃

え
方

 
（

エ
）

 
（

オ
）

 
（

カ
）

 

  １
）

 表
１

の
空

欄
（

ア
）

～
（

カ
）

に
あ

て
は

ま
る

結
果

は
ど

れ
か

。気
体

の
発

生
に

つ
い

て
は

①
、②

、線
香

の
燃

え
方

に
つ

い
て

は
③

、④
か

ら
、最

も
適

当
な

も
の

を
、そ

れ
ぞ

れ
１

つ
選

び
な

さ
い

。 
 

 

 【
気

体
の

発
生

】
 ①

発
生

し
な

い
  

 ②
発

生
す

る
  

  
  

  
 【

線
香

の
燃

え
方

】
 ③

変
化

し
な

い
  

 ④
燃

え
る

 

  ２
）

 A
の

試
験

管
に

水
を

用
い

て
実

験
を

行
っ

た
の

は
な

ぜ
か

。そ
の

理
由

を
２

０
字

以
内

で
答

え
な

さ
い

。 

  ３
）

 線
香

の
燃

え
方

を
観

察
し

て
推

測
さ

れ
る

発
生

し
た

気
体

は
何

か
。気

体
の

名
称

と
、こ

の
気

体
が

発
生

し
た

反
応

の
化

学
反

応
式

を
元

素
記

号
を

用

い
て

答
え

な
さ

い
。 

  第
１

３
問

  
次

の
文

章
を

読
み

、以
下

１
～

７
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。 

 病
気

を
引

き
起

こ
す

ウ
イ

ル
ス

や
細

菌
を

病
原

体
と

い
い

、ヒ
ト

に
は

(a
)病

原
体

か
ら

か
ら

だ
を

守
る

し
く

み
が

備
わ

っ
て

い
る

。病
原

体
に

よ
っ

て
引

き
起

こ
さ

れ
る

病
気

を
（

ア
）

と
い

う
。 (

b
)病

原
性

の
弱

い
病

原
体

が
体

内
に

侵
入

す
る

と
、健

康
な

と
き

は
発

病
し

な
い

が
、下

線
部

(a
)の

は
た

ら
き

が
低

下
し

て
い

る

と
発

病
す

る
こ

と
が

あ
る

。体
内

へ
の

侵
入

を
防

ぐ
手

段
は

い
く

つ
か

あ
り

、皮
膚

の
表

面
は

（
イ

）
に

覆
わ

れ
、物

理
的

に
侵

入
を

防
ぐ

。ま
た

皮
膚

や
粘

膜
上

皮
に

あ
る

(c
)デ

ィ
フ

ェ
ン

シ
ン

、涙
や

だ
液

に
含

ま
れ

る
(d

)リ
ゾ

チ
ー

ム
が

化
学

的
に

侵
入

を
防

ぐ
。こ

れ
ら

の
阻

止
が

十
分

で
な

く
体

内
に

異
物

が
侵

入
す

る
と

マ
ク

ロ
フ

ァ
ー

ジ
、（

ウ
）

、（
エ

）
が

異
物

を
見

つ
け

て
(e

)細
胞

内
に

取
り

込
み

、分
解

す
る

。ま
た

、（
エ

）
は

異
物

の
情

報
を

、リ
ン

パ
球

に
提

示
す

る
。マ

ク
ロ

フ

ァ
ー

ジ
、（

ウ
）

、（
エ

）
も

含
め

て
免

疫
に

か
か

わ
る

細
胞

は
、造

血
幹

細
胞

か
ら

分
化

す
る

が
、T

細
胞

は
（

オ
）

で
成

熟
し

、異
物

の
侵

入
に

備
え

る
。 

 

 １
． 

文
中

の
空

欄
（

ア
）

～
（

オ
）

に
あ

て
は

ま
る

語
句

を
答

え
な

さ
い

。 

 
 2
． 

下
線

部
(a

)に
つ

い
て

、生
物

が
異

物
の

侵
入

や
体

内
で

生
じ

た
異

常
細

胞
か

ら
、か

ら
だ

を
守

ろ
う

と
す

る
は

た
ら

き
を

何
と

い
う

か
答

え
な

さ
い

。 

 
 ３
． 

下
線

部
(b

)の
発

病
を

何
と

い
う

か
答

え
な

さ
い

。 

 
 ４
． 

下
線

部
(c

)の
役

割
を

2
0

字
以

内
で

答
え

な
さ

い
。 

 
 ５
． 

下
線

部
(ｄ

)の
役

割
を

2
0

字
以

内
で

答
え

な
さ

い
。 

 
 6
． 

下
線

部
(e

)の
作

用
を

何
と

い
う

か
答

え
な

さ
い

。 

 
 ７
． 

異
物

が
侵

入
し

た
部

位
に

見
ら

れ
る

血
管

壁
の

拡
張

、血
流

の
増

加
な

ど
の

反
応

を
何

と
い

う
か

答
え

な
さ

い
。 

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
 

    

昭
和

女
子

大
学

 
食

健
康

科
学

部
 
管

理
栄

養
学

科
 

 
 

２
０

２
６

年
度

 
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 
1
次

選
考

 

氏 名
 

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題

用
紙

（
４

／
４

）
 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 

点
 

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
・
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分
�
❹

 第
１

１
問

  

生
物

の
探

求
の

過
程

に
お

い
て

、光
学

顕
微

鏡
に

よ
る

観
察

は
、よ

く
用

い
ら

れ
る

手
法

で
あ

る
。顕

微
鏡

の
適

切
な

操
作

法
や

プ
レ

パ
ラ

ー
ト

の
作

り
方

を
身

に
つ

け
て

お
く

こ
と

は
と

て
も

重
要

で
あ

る
。観

察
に

よ
っ

て
生

物
の

特
徴

を
知

る
こ

と
が

で
き

る
。以

下
１

～
５

の
問

い
に

答
え

な
さ

い
。 

 1
. 

 反
射

鏡
が

付
い

た
顕

微
鏡

で
観

察
す

る
際

に
は

、直
射

日
光

が
当

た
ら

な
い

明
る

い
と

こ
ろ

が
よ

い
。直

射
日

光
が

当
た

ら
な

い
と

こ
ろ

に
顕

微
鏡

を
置

い
た

方
が

よ
い

理
由

を
3

0
字

以
内

で
答

え
な

さ
い

。 

  2
. 

 顕
微

鏡
観

察
に

関
す

る
記

述
と

し
て

適
当

な
も

の
を

①
～

④
か

ら
す

べ
て

選
び

な
さ

い
。 

①
 高

倍
率

の
対

物
レ

ン
ズ

の
方

が
、低

倍
率

よ
り

も
視

野
が

明
る

い
。 

②
 高

倍
率

の
対

物
レ

ン
ズ

の
方

が
、低

倍
率

よ
り

も
視

野
が

広
い

。 

③
 低

倍
率

の
対

物
レ

ン
ズ

の
方

が
、高

倍
率

よ
り

も
視

野
が

明
る

い
。 

④
 低

倍
率

の
対

物
レ

ン
ズ

の
方

が
、高

倍
率

よ
り

も
視

野
が

広
い

。 

 

 3
. 

 細
胞

内
部

の
構

造
体

は
一

般
的

に
無

色
で

あ
る

た
め

、染
色

液
を

用
い

て
観

察
す

る
場

合
も

あ
る

。酢
酸

オ
ル

セ
イ

ン
で

染
色

さ
れ

る
構

造
体

と
し

て
 

最
も

適
当

な
も

の
を

答
え

な
さ

い
。 

  ４
. 

 光
学

顕
微

鏡
で

観
察

す
る

際
は

、試
料

を
薄

く
す

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。そ

の
理

由
を

2
0

字
以

内
で

答
え

な
さ

い
。 

  ５
. 

 一
般

的
に

ヒ
ト

の
肉

眼
で

は
観

察
で

き
ず

、光
学

顕
微

鏡
の

分
解

能
の

範
囲

で
観

察
で

き
る

も
の

と
し

て
適

当
な

も
の

は
ど

れ
か

。①
～

⑤
か

ら
す

べ
て

 

選
び

な
さ

い
。 

①
 酵

母
  

  
②

 水
素

原
子

  
  

③
 ヒ

ト
の

赤
血

球
  

  
④

 ミ
カ

ヅ
キ

モ
  

  
⑤

 葉
緑

体
 

   第
１

２
問

  

生
物

は
、体

外
か

ら
取

り
入

れ
た

物
質

を
、さ

ま
ざ

ま
な

化
学

反
応

に
よ

っ
て

他
の

物
質

に
つ

く
り

変
え

て
、利

用
し

て
い

る
。こ

の
よ

う
な

生
体

内
で

の
化

学
反

応
に

は
、 (

a
)酵

素
が

関
わ

っ
て

い
る

。以
下

１
～

４
の

問
い

に
答

え
な

さ
い

。 

  1
. 

 下
線

部
(a

)に
つ

い
て

述
べ

た
次

の
文

章
の

う
ち

、最
も

適
当

な
も

の
は

ど
れ

か
。①

～
④

か
ら

１
つ

選
び

な
さ

い
。 

①
 酵

素
は

お
も

に
炭

水
化

物
で

構
成

さ
れ

る
。 

②
 酵

素
は

お
も

に
タ

ン
パ

ク
質

で
構

成
さ

れ
る

。 

③
 生

体
内

で
つ

く
ら

れ
た

酵
素

は
、細

胞
内

で
の

み
は

た
ら

く
。 

④
 酵

素
自

体
が

化
学

反
応

の
前

後
で

変
化

し
、化

学
反

応
を

促
進

す
る

。 

  ２
． 

下
線

部
（

a
）

の
作

用
を

受
け

る
物

質
を

何
と

い
う

か
、答

え
な

さ
い

。 

  ３
． 

下
線

部
（

a
）

は
特

定
の

物
質

に
だ

け
作

用
す

る
。こ

の
性

質
を

何
と

い
う

か
、答

え
な

さ
い

。 

    

第
1

2
問

は
次

頁
に

つ
づ

き
ま

す
。 

昭
和

女
子

大
学

 
食

健
康

科
学

部
 
管

理
栄

養
学

科
 

 
 

２
０

２
６

年
度

 
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 
1
次

選
考

 

氏 名
 

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題

用
紙

（
３

／
４

）
 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

採
 

点
 

食
健
康
科
学
部
　
管
理
栄
養
学
科
・
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分
�
❸

総
合
型
選
抜
入
学
試
験（
１
次
）

88 89



昭
和

女
子

大
学

 
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

学
部

 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

学
科

 

２
０

２
６

年
度

 
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 
1
次

選
考

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題

用
紙

 
（

２
／

２
）

 

 
設設

問問
１１

：：
下

線
部

（
１

）
に

お
い

て
、「

⻑
時

間
労

働
を

前
提

に
し

た
働

き
⽅

や
評

価
制

度
」

が
、

な
ぜ

「
育

児
か

キ
ャ

リ
ア

か
と

い
う

悩
み

」
を

も
た

ら
す

の
か

、
そ

の
理

由
に

つ
い

て
あ

な
た

の
考

え
を

述
べ

な
さ

い
。（

10
0

文
字

以
内

）
 

 
設設

問問
２２

：：
下

線
部

（
２

）
で

、
具

体
的

に
ど

の
よ

う
に

「
働

く
時

間
や

場
所

を
柔

軟
に

」
す

れ
ば

、「
子

育
て

と
仕

事
を

両
立

」
で

き
る

よ
う

に
な

る
か

、
あ

な
た

の
考

え
を

述
べ

な
さ

い
。（

15
0

文
字

以
内

）
 

 
設設

問問
３３

：：
下

線
部

（
３

）
で

、「
経

済
基

盤
」

と
は

働
い

て
得

る
収

入
の

こ
と

だ
と

す
れ

ば
、

な
ぜ

「
経

済
基

盤
の

不
安

定
さ

」
が

結
婚

へ
の

希
望

を
阻

み
、

「
結

婚
し

な
い

人
の

増
加

」
を

招
く

の
か

、
そ

の
理

由
に

つ
い

て
あ

な
た

の
考

え
を

述
べ

な
さ

い
。（

10
0

文
字

以
内

）
 

 設設
問問

４４
：：

グ
ラ

フ
１

は
、

男
性

の
就

業
者

と
女

性
の

就
業

者
で

、
労

働
時

間
に

ど
の

よ
う

な
違

い
が

あ
る

こ
と

を
示

し
て

い
る

か
、

あ
な

た
の

考
え

を
述

べ
な

さ
い

。（
15

0
文

字
以

内
）

 
 設設

問問
５５

：：
グ

ラ
フ

１
が

示
す

男
性

の
就

業
者

と
女

性
の

就
業

者
の

労
働

時
間

の
違

い
を

生
ん

で
い

る
原

因
は

な
に

か
、

ま
た

そ
の

違
い

を
小

さ
く

す
る

⽅
法

は
な

に
か

、
本

文
の

内
容

も
踏

ま
え

な
が

ら
、

あ
な

た
の

考
え

を
述

べ
な

さ
い

。（
20

0
文

字
以

内
）

 
  

 グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
　
適
性
テ
ス
ト
：
60
分
�❷

昭
和

女
子

大
学

 
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

学
部

 

ビ
ジ

ネ
ス

デ
ザ

イ
ン

学
科

 

２
０

２
６

年
度

 
総

合
型

選
抜

入
学

試
験

 
1
次

選
考

 

氏 名
 

 

「
適

性
テ

ス
ト

」
 

問
題

用
紙

（
１

／
２

）
 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

 問
 

以
下

の
文

章
と

グ
ラ

フ
を

よ
く

読
み

取
っ

た
上

で
、

次
ペ

ー
ジ

の
設

問
に

答
え

な
さ

い
。

解
答

は
す

べ
て

解
答

用
紙

に
記

し
な

さ
い

。
 

 子
育

て
の

希
望

か
な

え
る

環
境

を
 

 
 

子
ど

も
の

数
が

ま
た

減
っ

た
。総

務
省

に
よ

る
と

4
月

1
日

現
在

の
15

歳
未

満
の

人
口

は
推

計
で

1,
36

6
万

人
だ

っ
た

。前
年

よ
り

35
万

人
少

な
く

、
44

年
連

続
の

減
少

だ
。

12
〜

14
歳

が
31

4
万

人
な

の
に

対
し

、
0〜

2
歳

は
22

2
万

人
で

3
割

も
少

な
い

。
少

子
化

の
加

速
ぶ

り
が

鮮
明

で
あ

る
。

 
 

 
⻑

年
の

少
子

化
で

、
親

と
な

る
世

代
⾃

体
が

減
っ

て
い

る
。

子
ど

も
を

持
ち

た
い

と
願

う
人

の
希

望
が

か
な

い
や

す
い

環
境

づ
く

り
を

急
が

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

 大
き

な
壁

の
ひ

と
つ

が
、

職
場

の
労

働
慣

行
だ

。
(1

) 
⻑

時
間

労
働

を
前

提
に

し
た

働
き

⽅
や

評
価

制
度

の
も

と
で

は
、

育
児

か
キ

ャ
リ

ア
か

と
い

う
悩

み
が

生
じ

が
ち

で
あ

る
。

 
 政

府
は

子
育

て
支

援
の

強
化

を
急

い
で

い
る

。
児

童
手

当
の

拡
充

な
ど

に
続

き
、

4
月

か
ら

は
両

親
が

と
も

に
育

児
休

業
を

取
得

し
た

場
合

な
ど

に
上

乗
せ

す
る

給
付

金
や

、
時

短
勤

務
で

減
少

し
た

賃
金

を
補

う
仕

組
み

な
ど

が
で

き
た

。
し

か
し

職
場

が
変

わ
ら

な
け

れ
ば

、
効

果
は

十
分

に
は

出
て

こ
な

い
。 

 職
場

全
体

で
⻑

時
間

労
働

な
ど

を
⾒

直
し

、
(2

) 
働

く
時

間
や

場
所

を
柔

軟
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

そ
れ

で
こ

そ
、

制
度

を
適

切
に

使
い

な
が

ら
、

子
育

て
と

仕
事

を
両

立
す

る
道

が
広

が
る

。
働

き
⽅

が
多

様
に

な
れ

ば
、

介
護

や
治

療
な

ど
さ

ま
ざ

ま
な

事
情

を
持

つ
人

も
職

場
で

力
を

発
揮

し
や

す
く

な
る

は
ず

だ
。

 
 「

男
性

は
仕

事
、

女
性

は
家

庭
」

と
い

っ
た

性
別

役
割

分
担

の
意

識
を

変
え

て
い

く
こ

と
も

必
要

だ
。

今
の

若
い

世
代

に
と

っ
て

「
共

働
き

・
共

育
て

」
を

目
指

す
の

は
ご

く
一

般
的

な
こ

と
だ

。
こ

う
し

た
若

者
を

後
押

し
し

た
い

。
 

 夫
の

家
事

・
育

児
時

間
が

⻑
い

ほ
ど

、
妻

が
出

産
後

も
同

じ
仕

事
を

続
け

る
割

合
が

⾼
く

、
第

2
子

以
降

の
出

生
割

合
も

⾼
い

傾
向

を
示

す
デ

ー
タ

も
あ

る
。

職
場

と
意

識
が

変
わ

る
こ

と
で

、
女

性
に

負
担

が
偏

る
現

状
を

改
め

、
男

性
も

日
常

的
に

家
事

・
育

児
を

担
え

る
よ

う
に

す
る

と
き

だ
。

 
 少

子
化

の
背

景
に

は
、

そ
も

そ
も

(3
) 

結
婚

し
な

い
人

の
増

加
が

あ
る

。
一

人
ひ

と
り

の
選

択
な

ら
よ

い
が

、
経

済
基

盤
の

不
安

定
さ

が
希

望
を

阻
む

ケ
ー

ス
も

少
な

く
な

い
。

非
正

規
の

処
遇

改
善

や
、

正
規

へ
の

移
行

を
進

め
た

い
。

 
 

ググ
ララ

フフ
１１

 
労

働
時

間
別

就
業

者
の

割
合

（
20

20
年

）
 

（
注

：
就

業
者

と
は

働
い

て
収

入
を

得
て

い
る

人
の

こ
と

）
 

 
 

本
文

の
出

典
）

 「
子

育
て

の
希

望
か

な
え

る
環

境
を

」（
日

本
経

済
新

聞
 

朝
刊

 2
面

 社
説

 2
02

5
年

5
月

5
日

）
 

グ
ラ

フ
の

出
典

）
 

「
女

性
就

労
も

う
一

つ
の

M
字

」（
日

本
経

済
新

聞
 

朝
刊

 1
面

 2
02

2
年

1
月

16
日

）
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学
 
グ

ロ
ー

バ
ル

ビ
ジ

ネ
ス
学
部

 

会
計

フ
ァ
イ

ナ
ン
ス
学

科
 

２
０

２
６
年

度
 
総
合

型
選

抜
入

学
試
験
 

1
次

選
考
 

氏
 

 
 

名
 

 

「
適

性
テ
ス

ト
」
 
問

題
用

紙
（

１
／
２
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

採
 
点

 

 以以
下下
のの
問問
いい
にに
答答
ええ
なな
ささ
いい
。。
なな
おお
、、
解解
答答
はは
解解
答答
欄欄
にに
記記
入入
すす
るる
ここ
とと
。。
  

 
 

問問
１１
 
次
の
計
算
を
し
な
さ
い
。
 

 
 

（
1
）

 

 （
2
）

 

 （
3
）

 

 
問問

22
  
ク
ラ
ス

4
0
名
の
う
ち
、
1
0
名
が
欠
席
し
た
。
ク
ラ
ス
の
人
数
に
対
す
る
欠
席
者
の
割
合
を
、
少
数
、
分
数
、
百
分
率
、
歩
合
で
そ
れ
ぞ
れ
示
し
な

さ
い
。
 
 

 
 

問問
33
 
Ａ
市
に
は
、
食
品
を
扱
う
店
が
全
部
で

2
5
店
舗
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
1
5
店
舗
で
は
フ
ル
ー
ツ
を
、
2
0
店
舗
で
は
野
菜
、
1
3
店
舗
で
は
鮮
魚
を
扱

っ
て
い
る
。
Ａ
市
で
は
、
フ
ル
ー
ツ
と
野
菜
を
扱
っ
て
い
る
店
舗
は
少
な
く
と
も
何
店
舗
あ
る
か
答
え
な
さ
い
。
 

 問問
44
 
当
店
は
、
商
品
Ａ
と
商
品
Ｂ
の

2
つ
を
扱
っ
て
い
る
。
1
個
あ
た
り
¥
4
0
0
で
商
品
Ａ
を

4
0
個
仕
入
れ
、
1
個
に
つ
き
、
仕
入
れ
た
価
格
の

3
割
の

儲
け
が
で
る
よ
う
に
売
値
を
設
定
し
た
。
ま
た
、
1
個
あ
た
り
¥
2
7
0
で
商
品
Ｂ
を

7
0
個
仕
入
れ
、
1
個
に
つ
き
、
仕
入
れ
た
価
格
の

4
割
の
儲
け

が
で
る
よ
う
に
売
値
を
設
定
し
た
。
商
品
Ａ
を

4
0
個
、
商
品
Ｂ
を

5
0
個
売
上
げ
た
場
合
、
売
れ
た
分
に
つ
い
て
の
儲
け
を
計
算
し
な
さ
い
。
 

 問問
55
 
1
,
0
0
0
円
札
、
5
,
0
0
0
円
札
、
1
0
,
0
0
0
円
札
の

3
種
類
の
札
が
、
そ
れ
ぞ
れ

2
枚
づ
つ
、
合
計

6
枚
入
っ
た
箱
が
あ
る
。
箱
か
ら
、
同
時
に

2
枚
取

り
出
し
た
時
に
合
計
が
¥
1
5
,
0
0
0
以
上
に
な
る
確
率
は
ど
れ
だ
け
か
、
分
数
で
答
え
な
さ
い
。
 

 問問
66
 
Ｓ
社
の
従
業
員
数
は
全
体
で

5
0
0
人
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

7
0
％
は
正
社
員
で
あ
っ
た
。
新
規
に
正
社
員
を

1
0
0
人
追
加
で
雇
用
し
た
場
合
は
、

正
社
員
は
全
従
業
員
数
の
何
％
と
な
る
か
計
算
せ
よ
。
 

 
 

問問
77
 
団
体
で
旅
行
を
し
て
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
た
。
食
事
代
は

1
人
に
つ
き
¥
9
0
0
が
基
本
料
金
で
あ
る
。
た
だ
し
、
団
体
割
引
に
よ
り
、
1
団
体

あ
た
り
、
2
1
人
以
上
は

1
割
引
、
1
0
1
人
以
上
と
な
る
と

2
割
引
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
食
事
代
の
総
額
を
全
員
で
割
っ
た

1
人
あ
た
り
の
支
払

が
¥
8
8
5
に
な
る
と
し
た
ら
、
そ
の
団
体
の
総
人
数
は
何
名
か
計
算
せ
よ
。
 

 
 

問問
88
 
あ
る
資
料
整
理
の
作
業
は
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の

3
人
で
行
う
と

4
日
か
か
る
と
推
定
さ
れ
、
Ａ
が

1
人
で
行
う
と

1
2
日
か
か
り
、
Ｂ
が

1
人
で
行
う

と
1
8
日
か
か
る
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
際
、
Ｃ
が

1
人
で
行
う
と
す
る
と
何
日
か
か
る
と
推
定
さ
れ
る
か
計
算
せ
よ
。
 

 問問
99
  
以
下
の
文
章
の
（
1
）
～
（
6
）
の
空
欄
に
入
る
最
も
適
切
な
語
句
を
ア
～
コ
の
中
か
ら
選
び
、
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。
 

 
 

税
に

は
国

が
課

税
主

体
で

あ
る

（
1
）

と
地

方
公

共
団

体
が
課

税
主

体
で

あ
る

（
2
）

が
あ
る

。
ま

た
、

納
税

義
務

者
と
実

質
負

担
者

が
一

致
す

る

税
を
（
3
）
と
い
い
、
納
税
義
務
者
と
実
質
負
担
者
が
異

な
る
税
を
（
4
）
と
い
う
。
（
4
）
に
は
（
5
）
や
（
6
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 

 
 

ア
.
 
間
接
税
 
イ
.
 
消
費
税
 
ウ
.
 
国
税
 
エ
.
 
所
得
税
 
オ
.
 
相
続
税
 
カ
.
 
住
民
税
 
キ
.
 
酒
税
 
ク
.
 
法
人
税
 

ケ
.
 
直
接
税
 
コ
.
 
地
方
税
 

 
 

問問
11
00
 
次
の
（
1
）
～
（
5
）
の
文
章
と
意
味
が
合
致
す
る
語
句
を
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。
 

 
 

（
1
）
わ
け
が
分
か
ら
な
く
て
な
っ
と
く
が
い
か
な
い
様
子
。
 

（
2
）
物
事
が
混
乱
し
て
い
る
、
ま
た
は
も
め
て
い
る
情
勢
の
な
か
。
 

（
3
）
威
力
を
相
手
に
示
し
て
お
ど
す
こ
と
。
 

（
4
）
心
が
ひ
ろ
く
て
、
他
人
の
言
動
を
よ
く
受
け
入
れ
る
こ
と
。
 

（
5
）
お
と
な
し
く
命
令
に
従
う
こ
と
。
 

 
 ア

.
 
渦
中
 
イ
.
 
寛
容
 
ウ
.
 
恭
順
 
エ
.
 
怪
訝
 
オ
.
 
威
嚇
 

 
 

問問
11
11
 
次
の
（
1
）
～
（
3
）
の
例
と
し
て
示
し
た
二
語
の
関
係
を
考
え
、
同
じ
関
係
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
も
っ
と
も
適
切
な
も
の
を
ア
～
ウ
の
中
か

ら
選
び
、
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。
 

 
 

（
1
）
例例
  
安安
全全
：：
危危
険険
  

ア
 
思
弁
的
：
経
験
的
 

イ
 
座
視
：
傍
観
 

ウ
 
寄
与
：
貢
献
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適

性
テ
ス

ト
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問
題
用
紙
（
２
／
２
）

 

座 席 番 号
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

採
 
点

 

  

 （
2
）
例 例
  
包包
丁丁
：：
まま
なな
板板
 

ア
 
自
動
車
：
自
転
車
 

イ
 
針
：
糸
 

ウ
 
ギ
タ
ー
：
ウ
ク
レ
レ
 

 

（
3
）
例 例
  
日日
本本
語語
：：
言言
語語
 

ア
 
ア
メ
リ
カ
：
イ
ギ
リ
ス
 

イ
 
サ
ッ
カ
ー
：
ス
ポ
ー
ツ
 

ウ
 
コ
ー
ヒ
ー
：
紅
茶
 

 
 

問問
11
22
 
文
中
の
（
1
）
～
（
5）

の
空
欄
に
入
る
文
章
を
ア
～
オ
の
中
か
ら
選
び
、
解
答
欄
に
記
入
し
な
さ
い
。
 

 
 

日
本
経
済
は
、
物
価
と
賃
金
は
上
が
ら
な
い
と
い
う
固
定
観
念
が
壊
れ
、
よ
う
や
く
デ
フ
レ
が
過
去
の
も
の
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
 

 
政
府

は
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

（
 
 
1
 
 

）
。
 
と
は
い

え
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
成
長
率

が
期
待
で
き
る
わ
け
で
は
な

い
。
具
体
的
に
は

、

す
で

に
過

去
の

債
務

が
累

積
し

て
い

る
財

政
の

持
続

性
や
、

急
速

な
高

齢
化

が
進

行
す
る

下
で

の
社

会
保

障
の

持
続
性

を
確

保
し

て
い

く
た

め
、

で
き
れ
ば
実
質
２
％
成
長
、
最
低
で
も
１
％
程
度
の
成
長
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
と
な
る
。
 

 
こ
の

ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
す
る
の

は
生
や
さ
し
い
こ
と
で
は
な

い
。
（
 
 
2
 
 
）
。
今
後

、
若
年
人
口
が
急
速
に
減
る

な
か
で
労
働
力
不

足

に
対

処
で

き
な

け
れ

ば
、

日
本

経
済

は
１

％
ど

こ
ろ

か
ゼ
ロ

成
長

、
マ

イ
ナ

ス
成

長
が
常

態
化

し
、

財
政

も
社

会
保
障

も
持

続
性

を
確

保
で

き
な

い
。
 

 
こ
れ

ま
で
は
（
 
 

3
 
 
）
。
特

に
女
性
の
労
働
力
率
が
大
き

く
上
昇
し
、
結
婚
や
出
産
に

当
た
る
年
代
に
労
働
力
率
が

一
時
的
に
下
が
る

と

い
う
、
い
わ
ゆ
る
Ｍ
字
カ
ー
ブ
は
も
は
や
過
去
の
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
引
退
年
齢
が
上
が
り
、
働
き
続
け
る
高
齢
者
も
増
加
し
た
。
 

 
し

か
し

、
足

元
の

人
手

不
足

の
深

刻
化

は
、

こ
う

し
た
労

働
供

給
の

増
加

が
労

働
需
要

の
増

加
に

追
い

付
か

な
く
な

り
つ

つ
あ

る
こ

と
を

意
味

し
て
い
る
。
 

 
今
後

の
労
働
供
給
増
加
の
カ
ギ
と

な
る
の
が
、
（
 
 

4
 
 
）

。
た
だ
し
、
す
で
に
働
い
て

い
る
女
性
の
多
く
が
パ
ー
ト

タ
イ
ム
な
ど
非
正

規

で
あ
る
こ
と
や
、
日
本
は
女
性
の
育
児
や
家
事
、
介
護
の
負
担
が
男
性
に
比
べ
重
い
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
そ

こ
で

取
り

組
む

べ
き

な
の

は
、

働
く

意
欲

の
あ

る
女
性

の
追

加
的

な
労

働
供

給
を
阻

む
壁

を
解

消
す

る
改

革
で
あ

る
。

女
性

雇
用

の
正

規
化

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。
 

 
Ｍ

字
カ

ー
ブ

は
解

消
し

て
も

、
育

児
期

後
に

退
職

、
ま
た

は
非

正
規

化
し

て
、

そ
の
ま

ま
と

な
る

ケ
ー

ス
が

多
い
と

い
わ

れ
る

。
正

規
雇

用
を

継
続
し

や
す
い
、
あ
る
い
は
正
規
雇

用
に
戻
り
や
す
い
環
境
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
（
 
 

5
 
 
）
。
「
年

収
の
壁
」
に
つ

い
て
も
、
女
性
の

労

働
供
給
の
拡
大
と
い
う
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
見
直
し
を
進
め
る
べ
き
で
あ
る
。
 

 

出
典
：
追
分
「
経
済
成
長
 
カ
ギ
は
女
性
雇
用
の
正
規
化
（
大
機
小
機
）
」
『
日
本
経
済
新
聞
』
2
02
5
年

3
月

2
7
日
 

 
 

ア
.
 
大
き
な
障
害
の
一
つ
が
人
口
減
少
下
で
の
労
働
力
の
減
少
だ
 

イ
.
 
育
児
・
介
護
支
援
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
学
び
直
し
）
な
ど
就
業
環
境
の
整
備
を
さ
ら
に
進
め
る
こ
と
も
必
須
だ
 

ウ
.
 
賃
上
げ
と
投
資
が
け
ん
引
す
る
成
長
型
経
済
へ
の
移
行
を
目
指
し
て
い
る
 

エ
.
 
女
性
の
労
働
力
率
を
男
性
並
み
の
水
準
へ
と
さ
ら
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
あ
る
 

オ
.
 
女
性
と
高
齢
者
の
労
働
力
率
の
上
昇
が
労
働
力
不
足
を
補
っ
て
き
た
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